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カルタで綴る
　新年明けましておめでとうございます。

　私ども啓和会グループで運営している７施設のグループホームから、管理

者会議で決定した４つのテーマについて、認知症を抱えた方たちに日々接し

ている職員より、合計136作品が集まりました。

　このたびは、文字をとおして、多くの職員の想いを感じ取る機会を与えて

くださったことに感謝いたします。

　職員一人ひとりの人柄あふれる作品に触れるたび、認知症の方々に深い想

いを持って日々働いているのだとあらためて感じました。

　介護は感情労働と言われています。

　そして、認知症になって記憶は薄れても、感情は残ると言われています。

　そのような感性豊かな認知症の方たちと接していると、私たち職員側もさ

まざまな感情を呼び起こされる場面が多くあります。

　このような経験を前向きに捉え直していくことで、一人ひとりの認知症介

護観が磨かれていくのかもしれません。

　今回のカルタ作成は、私どもの介護観を見つめ直す良い機会となりました。

　涙あり、笑いありの私どもの作品をお楽しみいただけたら幸いです。

啓和会グループ
グループホーム統括責任者
グループホーム啓和 施設長

　石井英一

2016介護PLAZA
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　人は共感する。
　あくびが移ったり、イライラが移ったり。
　BPSDもそうかもしれない。

　笑顔がこぼれる瞬間はどんなとき？
　笑顔は一人で黙っていても生まれない。
　人と人との間に生まれるもの。

　笑顔は連鎖する。
　一人の笑顔が他の入居者や職員の笑顔に
つながっていく。

　幸せだから笑顔になるのではなく、笑顔
でいるから幸せになれる。

　まずは、こちらから笑顔を向けよう。

【笑顔】グループホーム啓和
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　たかが「日常」されど「日常」。
　「日常」の中にはいろいろなドラマが詰まっている。

　散歩に出かけて野に咲く花を見つけたとき。
　趣味の編み物のセーターが完成したとき。
　大好きな美空ひばりの歌を聴いているとき。
　仲の良い友達と時間を忘れておしゃべりをしているとき……。

　「日常」の何気ない生活の中に、その方それぞれの人柄、個性があふれ出ます。

【日常】グループホーム小田、グループホーム渡田
グループホーム東小田
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　漠然とした不安、ざわつく心。そんなと
きは、ただただ私の拠り所を見つけたい。
　目の前に息子や娘、旦那や妻はいない。
　私が信じられるものは、理路整然とした
難解な言葉じゃない。

　無言でもいいから、そっと優しく私の心
に触れてくれる人。
　無言でもいいから、同じ景色を一緒に眺
めてくれる人。
　無言でもいいから、静かにゆっくり同じ
時を過ごしてくれる人。

　その役目はわれわれ職員だけではない。
　入居されている方同士も、寄り添いなが
ら共に暮らしている。

　それぞれの方の拠り所。
　その拠り所に寄り添う。
　どんよりした心がふっと軽くなる瞬間。
　そこを追求し続けたい。

【寄り添い】グループホーム小倉
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グループホーム小田
施設長 佐藤健司

グループホーム東小田
施設長 龍宮智史

グループホーム四谷上町
施設長 瀧口 洋

グループホーム啓和
施設長 石井英一

グループホーム渡田
施設長 田崎理恵子

グループホーム京町
施設長 村田優子

グループホーム小倉
施設長 森山まり子

　あの人が泣いた理由を聴いて私も泣いて
しまった。

　介護する側、される側なんて関係なく、
お互いの気持ちに触れたとき、感動が生ま
れる。

　私たちは、寄り添い合う気持ちを大切に
介護します。

【感動】グループホーム四谷上町、グループホーム京町
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有限会社啓和会メディカル グループホーム啓和
2006年２月１日 開設
神奈川県川崎市川崎区渡田２–７–13
044–355–4711

医療法人啓和会 グループホーム渡田
2006年２月１日 開設
神奈川県川崎市川崎区渡田２–７–１
044–355–4712

医療法人啓和会 グループホーム小倉
2015年３月１日 開設
神奈川県川崎市幸区小倉３–９–20
044–589–8878

医療法人啓和会 グループホーム京町
2010年８月１日 開設
神奈川県川崎市川崎区京町３–31–１
044–201–6621

医療法人啓和会 グループホーム小田
2011年２月１日 開設
神奈川県川崎市川崎区小田４–11–９
044–201–7461

医療法人啓和会 グループホーム東小田
2013年４月１日 開設
神奈川県川崎市川崎区小田５–19–14
044–355–3122

医療法人啓和会 グループホーム四谷上町
2014年６月１日 開設
神奈川県川崎市川崎区四谷上町８–７
044–277–2221


